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要 旨 !平成18～21年 3 月に横浜市立大学附属 2 病院の臨床研修を修了した研修医308名の進路をま

とめた 研修修了後 3 年目の診療科の調査では, 内手卜が最も多 く30 2% , 次いで麻酔科9 6% , 精神

科7 8% であった 横浜市立大学医学部のいずれかの講座に 「入局したJ のは270人 (87 5% ) であっ

た 研1夕開始時に将来進みたいと考えていた診療科と3 年目の進路が一致した 『貫徹型』研1夕医は

34% , 最初に考えていた診療科と異なる診療科を選んだ 『変更型』研修医は21% , 複数の選択度の中

から選んだ 『選択型』研修医は45% であった 3 分の2 の研修医は2 年間の研1夕で, 実際に経験しな

がら将来の専門診療科を選択していた
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はじめに

平成16年に始まった新臨床研修制度も本年で 6年日と

なり, 新制度の1夕了者が研1勿医の上級医として指導する

姿を目にすることも多くなった 平成16, 17年に横浜市

立大学Fll属 2病院で研修を開始した研修医の研修1夕了後

の進路については既に報告した1)が, 本報告では4 年間

の修了者の進路をまとめるとともに, 面接結果で聴取し

た進路選択の要因を分析して報告する.

方  法

対象は平成16～19年に横浜市立大学附属病院, 附属市

民総合医療センターで臨床研4易を開始し, 平成18～21年

3 月に修了した研修医 各年度の退職届けの情報と2 年

目研修後半に臨床研修センターが実施した1国人面接での

聞き取り調査の情報を元にまとめた

結  果

(1) 平成18～21年の4 年間に修7 した研修医が 3年目に

専攻した診療科 (表 1 )

専門医を目指して研1夕修了後に進む診療科の調査で

は, 内科が最も多 く30 2% , 次いで麻酔科9 6% , 精神

科7 8% であった 参考として平成18年に実施された 「新

医師臨床研1夕制度の評価に関する調査研究J 「年前教育

から 生渥教育を通 じた医師教育の在 り方に関する研

究J による全国調査の結果 (2 年次研修医3515人対

象)2)を有端の列に示す 診療科別の進路とは別に横浜

市立大学医学部の 『医局』に所属したかどうかの調査で

は, 4 年間の回答者308人中270人 (87 5% ) が 「入局し

た」と回容した

(2) 平成20 ・21年 3 月に修了した研修医の進路選択の要

因

平成20年と21年の2 月に行った附属病院2 年目研修医

の個人面談で, 「臨床研修修了後の進路J とともに 「研

修開始時に3 年目の進路として考えていた診療科 (学生

時代の志向) と実際に選んだ診病科が異なるか 具なる

場合はその理由J を調査した その結果, 進路の変更や

決定については以下の 3 つのパターンに分けられた

1 ) 学生時代に興味を持ち, 将来進みたいと思った専門

の診療科を選択した 『貫徹型』

2 ) 複数の診療科に興味を持って研修を始めその中かか

ら決めた 『選択型』

3 ) 研修開始時に希望していた診療科とは異なる診療科
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